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1. 平成30年3月期第1四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第1四半期 6,981 10.7 287 581.9 367 809.9 309 499.2

29年3月期第1四半期 6,307 △13.1 42 ― 40 ― 51 ―

（注）包括利益 30年3月期第1四半期　　731百万円 （―％） 29年3月期第1四半期　　△124百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第1四半期 8.30 ―

29年3月期第1四半期 1.39 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第1四半期 32,300 13,924 40.5 350.83

29年3月期 31,267 13,207 39.5 331.59

（参考）自己資本 30年3月期第1四半期 13,081百万円 29年3月期 12,363百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

30年3月期 ―

30年3月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 13,500 8.0 300 ― 370 ― 350 ― 9.39

通期 27,400 5.3 470 ― 550 ― 400 ― 10.73

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期1Q 38,008,906 株 29年3月期 38,008,906 株

② 期末自己株式数 30年3月期1Q 721,760 株 29年3月期 721,664 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期1Q 37,287,182 株 29年3月期1Q 37,287,737 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、そ
の達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件
および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については添付資料２ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



新日本理化株式会社(4406) 平成30年３月期 第１四半期決算短信

1

○添付資料の目次

　

　

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………２

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………３

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………３

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………………５

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………７

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………７

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………７

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………７

　

決算短信（宝印刷） 2017年08月10日 13時44分 1ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



新日本理化株式会社(4406) 平成30年３月期 第１四半期決算短信

2

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第1四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復が続きました。輸出や生産の伸びに加え、企業の

設備投資も緩やかな増加基調を辿りました。また、雇用・所得環境の改善が続いていることを受け、個人消費は底

堅く推移しました。

また、世界経済は、米国および欧州で緩やかな持ち直しの動きが持続したほか、中国経済は成長率が鈍化してい

るものの、堅調な推移となりました。

このような環境のなか、当社グループにおいては、企業基盤の強化を図るべく、既存事業におけるシェア拡大お

よび海外顧客への販売拡大に向け積極的に取り組みました。また、顧客のニーズに柔軟に応える高機能製品の開発

に注力し、収益力向上に努めました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、69億８千１百万円（前年同四半期比

10.7％増）となり、損益面では、営業利益２億８千７百万円（前年同四半期比581.9％増）、経常利益３億６千７百

万円（前年同四半期比809.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益３億９百万円（前年同四半期比499.2％

増）を計上する結果となりました。

主要製品の概況は次のとおりであります。

オレオケミカル製品は、合成樹脂向け脂肪酸が堅調であったほか、トイレタリー用途の界面活性剤も数量を伸ば

しました。

可塑剤は、原料価格変動に応じた製品価格見直しを実施したことに加え、主要販売先である住宅資材用途の需要

が持ち直しの傾向にあることから前年を上回る結果となりました。

機能性化学品は、新規開発品である特殊油剤や機能性エステル、また自動車用途向け油剤や水素化関連製品の販

売が好調を維持しており、数量、売上高ともに増加しました。

樹脂原料製品は、海外向け自動車用途の販売で伸び悩んだものの、電機用途が堅調に推移し、売上高は増加しま

した。

樹脂添加剤は、海外での販売が好調であり、数量、売上高ともに前年を上回りました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は前期末比3.3％増、金額で10億３千２百万円増加し323億円となりました。

流動資産につきましては、受取手形及び売掛金や棚卸資産が増加したことなどにより前期末比2.8％増、金額で４

億４千６百万円増加の164億３千８百万円となりました。固定資産につきましては、投資有価証券について時価が上

昇したことなどにより前期末比3.8％増、金額で５億８千６百万円増加の158億６千１百万円となりました。

流動負債につきましては、支払手形及び買掛金や短期借入金が増加したことなどにより前期末比2.5％増、金額で

２億３千万円増加の95億２千８百万円となりました。固定負債につきましては、長期借入金が減少したものの、そ

の他に含まれている繰延税金負債が増加したことなどにより前期末比1.0％増、金額で８千５百万円増加の88億４千

８百万円となりました。

純資産につきましては、その他有価証券評価差額金が増加したことなどにより前期末比5.4％増、金額で７億１千

６百万円増加の139億２千４百万円となりました。

この結果、当第１四半期連結会計期間末の自己資本比率は40.5％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第２四半期累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、本日（平成29年８月10日）公表の「連結業績予想

の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,339 2,207

受取手形及び売掛金 9,354 9,596

商品及び製品 1,745 2,148

仕掛品 1,116 975

原材料及び貯蔵品 889 1,001

その他 548 511

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 15,992 16,438

固定資産

有形固定資産

土地 3,454 3,454

その他（純額） 4,128 4,055

有形固定資産合計 7,582 7,509

無形固定資産 18 20

投資その他の資産

投資有価証券 7,188 7,856

その他 493 483

貸倒引当金 △7 △7

投資その他の資産合計 7,673 8,332

固定資産合計 15,275 15,861

資産合計 31,267 32,300
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,595 4,747

短期借入金 1,440 1,713

1年内償還予定の社債 11 6

1年内返済予定の長期借入金 1,918 1,791

未払法人税等 51 41

賞与引当金 209 77

その他 1,072 1,151

流動負債合計 9,298 9,528

固定負債

社債 200 200

長期借入金 4,791 4,688

役員退職慰労引当金 54 55

厚生年金基金解散損失引当金 316 316

退職給付に係る負債 1,794 1,796

その他 1,605 1,790

固定負債合計 8,762 8,848

負債合計 18,060 18,376

純資産の部

株主資本

資本金 5,660 5,660

資本剰余金 4,246 4,246

利益剰余金 1,888 2,197

自己株式 △170 △170

株主資本合計 11,624 11,934

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,370 1,789

為替換算調整勘定 △613 △624

退職給付に係る調整累計額 △17 △17

その他の包括利益累計額合計 739 1,147

非支配株主持分 843 842

純資産合計 13,207 13,924

負債純資産合計 31,267 32,300
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 6,307 6,981

売上原価 5,179 5,677

売上総利益 1,127 1,303

販売費及び一般管理費 1,085 1,016

営業利益 42 287

営業外収益

受取配当金 63 70

持分法による投資利益 7 21

その他 7 6

営業外収益合計 79 97

営業外費用

支払利息 21 14

為替差損 56 0

その他 3 2

営業外費用合計 80 17

経常利益 40 367

特別利益

投資有価証券売却益 14 -

事業譲渡益 45 -

特別利益合計 59 -

特別損失

固定資産除却損 3 5

特別損失合計 3 5

税金等調整前四半期純利益 96 362

法人税、住民税及び事業税 31 39

法人税等調整額 3 △0

法人税等合計 35 38

四半期純利益 60 323

非支配株主に帰属する四半期純利益 9 14

親会社株主に帰属する四半期純利益 51 309
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 60 323

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △98 419

為替換算調整勘定 △6 △1

退職給付に係る調整額 9 △0

持分法適用会社に対する持分相当額 △89 △9

その他の包括利益合計 △185 408

四半期包括利益 △124 731

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △132 717

非支配株主に係る四半期包括利益 8 14
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額(注)３化学製品

売上高

外部顧客への売上高 5,651 656 6,307 ― 6,307

セグメント間の内部
売上高又は振替高

431 54 486 △486 0

計 6,083 710 6,793 △486 6,307

セグメント利益 39 2 42 0 42

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、業務用洗剤、油剤の製造販売事

業、化学製品ほかの仕入販売事業および保険代理事業を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額０百万円は、セグメント間取引の消去であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

　（報告セグメントの変更等に関する事項）

当社グループは、前連結会計年度において、「その他」に含まれている保険事業を売却したことに伴い集約基準に

基づき見直しを行った結果、当第１四半期連結会計期間よりセグメント情報の記載を省略しております。
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